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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ガンマ線検出器における信号伝達のための方法
およびシステムを提供する。
【解決手段】１つのガンマ線検出器２４は、複数のシン
チレータ結晶、およびシンチレータ結晶に結合され、か
つ複数のマイクロセルを有する複数の光センサ３４を有
するシンチレータブロック３０を含む。複数の光センサ
のそれぞれは、マイクロセルに接続された第１のセット
の信号トレース、および第１のセットの信号トレースに
沿って接続され、かつ加算信号トレースへの信号経路を
一緒に形成する第２のセットの信号トレースを有する。
複数の光センサのそれぞれはまた、加算信号トレースに
接続されたピンアウトを有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガンマ線検出器（２４）であって、
　複数のシンチレータ結晶を有するシンチレータブロック（３０）、および
　前記シンチレータ結晶に結合され複数のマイクロセル（６４）を有する複数の光センサ
（３４）であって、それぞれが
　前記マイクロセルに接続された第１のセットの信号トレース（６８）と、
　前記第１のセットの信号トレースに沿って接続され、加算信号トレース（７４、８４）
への信号経路を一緒に形成する第２のセットの信号トレース（７２）と、
　前記加算信号トレースに接続されたピンアウト（７６、８６）と
を有する複数の光センサ（３４）
を含むガンマ線検出器（２４）。
【請求項２】
前記第２のセットの信号トレース（７２）は、複数のマイクロセル（６４）間に前記第１
のセットの信号トレース（６８）に沿って周期的に間隔を置いて配置される、請求項１記
載のガンマ線検出器（２４）。
【請求項３】
前記第２のセットの信号トレース（７２）は、前記第１のセットの信号トレース（６８）
を横切って並べられる、請求項１記載のガンマ線検出器（２４）。
【請求項４】
前記第２のセットの信号トレース（７２）および前記加算信号トレース（７４、８４）は
、両方とも前記第１のセットの信号トレース（６８）より厚い、請求項１記載のガンマ線
検出器（２４）。
【請求項５】
前記加算信号（７４）トレースは、前記第２の信号トレース（７２）の端部に沿って配置
される、請求項１記載のガンマ線検出器（２４）。
【請求項６】
前記加算信号（７４）トレースは、前記第２の信号トレース（７２）の端部間に配置され
る、請求項１記載のガンマ線検出器（２４）。
【請求項７】
前記ピンアウト（７６）は、前記第２のセットの信号トレース（７２）の端部トレースに
おいて前記加算信号トレース（７４）に沿って配置される、請求項１記載のガンマ線検出
器（２４）。
【請求項８】
前記ピンアウト（８６）は、前記光センサ（３４）の中間領域に配置される、請求項１記
載のガンマ線検出器（２４）。
【請求項９】
前記ピンアウト（８６）から前記光センサ（３４）の縁部までの出力信号トレース（９０
）をさらに含む、請求項８記載のガンマ線検出器（２４）。
【請求項１０】
前記ピンアウトに接続された貫通ビアをさらに含む、請求項８記載のガンマ線検出器（２
４）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で開示される主題は、一般に、ガンマ線検出器に関し、より詳細には、ガンマ
線検出器において信号を伝達するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガンマ線検出器は、陽電子放出断層撮影（ＰＥＴ）システムにおいてなど、様々な用途
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において使用されることが可能である。ＰＥＴシステムは、体内の機能プロセスの三次元
画像または写真を生成する核医学イメージングを実行する。例えば、ＰＥＴシステムは、
患者の体内の陽電子放出核種の分布を表す画像を生成する。陽電子が対消滅によって電子
と相互作用する場合は、陽電子－電子対の全質量は、２つの５１１ｋｅＶ光子に変換され
る。光子は、応答線に沿って反対方向に放出される。対消滅光子は、検出器リング上に応
答線に沿って配置された検出器によって検出される。これらの光子が同時に検出器素子に
到達し検出された場合、これは一致と呼ばれる。次いで、対消滅光子検出情報を含む取得
した画像データに基づいて画像が生成される。
【０００３】
　シリコン光電子増倍管ベースのＰＥＴ検出器では、ガンマ線を検出するための大きな面
積をカバーするために、多数の小面積のシリコン光電子増倍管（例えば３ｘ３ｍｍ2また
は４ｘ４ｍｍ2の光電子増倍管デバイス）が使用される。多数のこれらの光電子増倍管は
、装置の複雑さならびに読出しチャネルの数を増大させる。
【０００４】
　チャネルの数、ならびに多くの小さな個々の画素（例えば画素デバイスごとに１つのア
ノードデバイスまたは１つのアノード）を処理する複雑さを低減するために、より大きい
面積を有するモノリシックデバイス（例えば、多くの画素を有するデバイス）が、ＰＥＴ
－磁気共鳴（ＰＥＴ－ＭＲ）検出器のためなどに使用されてよい。しかし、これらのモノ
リシックデバイスは、誘導電気結合および容量電気結合によってクロストークを引き起こ
すアノード読出しトレースを有する。さらに、より大きい画素は、サイズに起因して伸び
たより長いトランジットタイム、ならびに様々な信号加算点の位置を示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１２／０１３３０５４号明細書
【発明の概要】
【０００６】
　したがって、とりわけソリッドステート光電子増倍管を使用するガンマ線検出器におけ
る信号伝達のための知られているアーキテクチャは、十分満足に働かず、複雑な制御を有
する可能性がある。
【０００７】
　一実施形態では、複数のシンチレータ結晶およびシンチレータ結晶に結合された複数の
光センサを有するシンチレータブロックを含むガンマ線検出器が提供される。複数の光セ
ンサのそれぞれは複数のマイクロセルを含む。複数の光センサのそれぞれは、マイクロセ
ルに接続された第１のセットの信号トレースおよび第１のセットの信号トレースに沿って
接続された第２のセットの信号トレースを含み、加算信号トレースへの信号経路を一緒に
形成する。複数の光センサのそれぞれはまた、加算信号トレースに接続されたピンアウト
を含む。
【０００８】
　他の実施形態では、スキャンデータを取得するように構成された複数のガンマ線検出器
素子を含み、検出器素子は複数の光センサを有するシンチレータ結晶を有する、陽電子放
出断層撮影（ＰＥＴ）システムが提供される。複数の光センサのそれぞれは複数のマイク
ロセルを含む。複数の光センサのそれぞれは、マイクロセルに接続された第１のセットの
信号トレースおよび第１のセットの信号トレースに沿って接続された第２のセットの信号
トレースを有し、加算信号トレースへの信号経路を一緒に形成する。複数の光センサのそ
れぞれはまた、加算信号トレースに接続されたピンアウトを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態による陽電子放出断層撮影（ＰＥＴ）検出器アセンブリの斜視図であ
る。
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【図２】一実施形態に従って形成された検出器ユニットの斜視図である。
【図３】一実施形態によるシリコン光電子増倍管（ＳＩＰＭ）の概略ブロック図である。
【図４】マイクロセルを例示するＳＩＰＭの図である。
【図５】一実施形態による信号トレース構成を例示する図である。
【図６】他の実施形態によるシリコン光電子増倍管（ＳＩＰＭ）の概略ブロック図である
。
【図７】他の実施形態による信号トレース構成を例示する図である。
【図８】他の実施形態によるシリコン光電子増倍管（ＳＩＰＭ）の概略ブロック図である
。
【図９】他の実施形態によるシリコン光電子増倍管（ＳＩＰＭ）の概略ブロック図である
。
【図１０】一実施形態によるＰＥＴシステムの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　いくつかの実施形態の以下の詳細な説明は、添付の図面と併せて読まれればよりよく理
解されるであろう。図が様々な実施形態の機能モジュールの図を例示する範囲内において
、機能ブロックは、必ずしもハードウェア回路間の分割を示すものではない。したがって
、例えば、機能ブロック（例えばプロセッサまたはメモリ）の１つまたは複数は、単一の
ハードウェア（例えば、汎用信号プロセッサもしくはランダムアクセスメモリのブロック
、ハードディスク、または同様のもの）に実装されてよい。同様に、プログラムは、スタ
ンドアロンプログラムでもよく、オペレーティングシステムにサブルーチンとして組み込
まれていてもよく、インストールされたソフトウェアパッケージおよび同種のものにおけ
る関数であってよい、などである。様々な実施形態は、図面に示されている構成および手
段に限定されないことを理解されたい。
【００１１】
　本明細書で使用される場合は、単数形で記載され、その前に単語「ａ」または「ａｎ」
がつけられた要素またはステップは、そのような除外が明記されていない限り、前記要素
またはステップの複数形を除外しないと理解されるべきである。さらに、本発明の「一実
施形態」に言及することは、やはり記載された特徴が組み込まれている追加の実施形態の
存在を排除すると解釈されることを意図するものではない。さらに、それと反対であると
明示的に記載されていない限り、特定の特性を有する要素または複数の要素を「含む」ま
たは「有する」実施形態は、その特性を有しない追加の要素を含んでよい。
【００１２】
　様々な実施形態は、ガンマ線検出器、とりわけシリコン光電子増倍管（ＳＩＰＭ）を有
するガンマ線検出器のための信号伝達方式および／またはアーキテクチャを提供する。具
体的には、いくつかの実施形態は、ガンマ線検出器からアノード読出しをする様々な信号
トレースレイアウトまたは読出し方式を提供する。タイミング最適化（トランジットタイ
ム最適化）、より低いインダクタンスおよび／または増大した充填率を含む様々な実施形
態の１つまたは複数の技術的効果が提供されてよい。ガンマ線検出器は、例えば、陽電子
放出断層撮影（ＰＥＴ）システム、またはＰＥＴ－磁気共鳴イメージング（ＰＥＴ－ＭＲ
Ｉ）システムなど他のシステムにおいて使用されてよい。しかし、非医療イメージングシ
ステムまたは非イメージングシステムにおいても様々な実施形態がガンマ線検出器と共に
使用されてよい。
【００１３】
　図１の斜視図に示されているＰＥＴ検出器アセンブリ２０を有するＰＥＴシステムにお
いて様々な実施形態がガンマ線検出器（本明細書ではガンマ検出器とも呼ばれる）と併せ
て使用されてよい。しかし、ガンマ検出器および様々な実施形態は、様々なタイプのイメ
ージングシステムおよび非イメージングシステムに実装されてよいことを理解されたい。
例示されている実施形態では、ＰＥＴ検出器アセンブリ２０は、ＰＥＴ検出器アセンブリ
２０からデータまたは信号を受信し、制御信号を提供することもできるコントローラ／プ
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ロセッサ５０に結合される。コントローラ／プロセッサ５０は、ＰＥＴ検出器アセンブリ
２０に接続された複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）からガンマ線カウントデータ
（例えば一致カウントデータ）を受信することができる。したがって、ＰＥＴ検出器リン
グアセンブリ２０は、コントローラ／プロセッサ５０に信号を提供するために利用される
ことが可能である。
【００１４】
　様々な実施形態では、ＰＥＴ検出器アセンブリ２０は、ＰＥＴ検出器リングアセンブリ
２０を形成するようにリング状に構成された複数の検出器モジュール２２を含む。各検出
器モジュール２２は、複数の検出器ユニット２４からアセンブルされる。したがって、複
数の検出器ユニット２４（検出器ブロックとも呼ばれる）は、単一の検出器モジュール２
２を形成するようにアセンブルされ、複数の検出器モジュール２２は、検出器リングアセ
ンブリ２０を形成するようにアセンブルされる。一実施形態では、検出器アセンブリ２０
は、検出器アセンブリ２０がリング形状を有するように一緒に結合される２８個の検出器
モジュール２２を含む。いくつかの実施形態では、各検出器モジュール２２は、４ｘ５行
列で構成された２０個の検出器ユニット２４を含む。検出器アセンブリ２０を形成するた
めに利用される検出器モジュール２２の数量は例示であり、検出器アセンブリ２０は、２
８個より多いまたは少ない検出器モジュール２２を有してよいことを理解されたい。さら
に、各検出器モジュール２２を形成するために利用される検出器ユニット２４の数量は例
示であり、検出器モジュール２２は、２０個より多いまたは少ない検出器ユニット２４を
有してよいことを理解されたい。
【００１５】
　図２は、ガンマ線によって衝突され、図１に示されている検出器モジュール２２の一部
分を形成することができる複数のシンチレーション結晶３２を含む単一の検出器ユニット
２４を例示する。様々な実施形態では、検出器ユニット２４は、ｘ軸およびｚ軸に沿って
配列された１つまたは複数のシンチレータ結晶３２を有するシンチレータブロック３０を
含む。一実施形態では、シンチレータブロック３０は、４ｘ９行列で構成された３６個の
結晶３２を有する。しかし、シンチレータブロック３０は、３６個より少ないまたはより
多い結晶３２を有してよく、結晶３２は、任意の適切なサイズの行列で構成されてよいこ
とを理解されたい。シンチレータ結晶３２は、とりわけ、ゲルマニウム酸ビスマス（ＢＧ
Ｏ）、セリウムドープオルトケイ酸ルテチウムイットリウム（ＬＹＳＯ）、またはオキシ
オルトケイ酸ガドリニウム（ＧＳＯ）などの任意の適切な材料から形成されてよいことに
も留意されたい。
【００１６】
　検出器ユニット２４はまた、光または他の電磁エネルギーを検知または検出する任意の
適切なフォト検出器でよい複数のフォトセンサとして例示されている複数の光センサ３４
を含む。例示されている実施形態では、光センサ３４はシリコン光電子増倍管（ＳＩＰＭ
）である。複数の光センサ３４は、検出器表面３８の反対側のシンチレータブロック３０
の端部において結合される。光センサ３４に結合されていない結晶ブロック３０の表面は
、テフロン（登録商標）、ＴｉＯ２ロードエポキシ、またはスペクトル反射体などの反射
層で覆われる。いくつかの実施形態では、反射体または反射材料は、ブロック３０内のい
くつかの結晶の間に配置されてよいことに留意されたい。
【００１７】
　様々な実施形態では、検出器ユニット２４は、３ｘ６行列で構成されたシンチレータブ
ロック３０の各端面上に１８個の光センサ３４を有する。しかし、検出器ユニット２４は
、１８個より少ないまたはより多い光センサ３４を有してよく、光センサ３４は、任意の
サイズの行列で構成されてよいことを理解されたい。例えば、いくつかの実施形態は、そ
れぞれ、３ｘ６行列、６ｘ６行列、９ｘ６行列、または１０ｘ１０行列で構成された対応
する光センサ３４を有する１８個、３６個、５４個、または１００個の結晶３２を含む。
様々な実施形態では、光センサ３４(例えばフォトセンサ)と結晶３２との間に１対１の結
合が提供されることに留意されたい。しかし、他の実施形態では、光センサ３４（例えば
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フォトセンサ）と結晶３２との間に１対１の結合は提供されず、その結果、光センサ３４
と結晶３２との間に１対多の結合が存在する。さらに、光センサ３４は、様々なサイズま
たは形状を有してよい。いくつかの実施形態では、光センサ３４は、３ｘ３ｍｍ2より大
きい。しかし、他の実施形態では、４ｘ６ｍｍ2の光センサ３４など、より大きいまたは
より小さい光センサ３４が使用されてよい。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、ＳＩＰＭによってカバーされる面積は、光センサ３４によっ
てカバーされる面積より小さいので、ＳＩＰＭ検出器において利用される結晶３２は、光
センサ３４の結晶より小さくてよいことに留意されたい。例えば、約４ｘ４ｃｍ2のシン
チレーション結晶の面積は、１００までのまたは１００より多いＳＩＰＭを含んでよい。
【００１９】
　一実施形態では、光センサ３４は、並列に接続され、ガイガーモードで破壊電圧より上
で動作するアバランシェフォトダイオードである。例えば、様々な実施形態では、光セン
サ３４は、シリコン基板上にアバランシェフォトダイオード配列から形成された単一光子
感知装置として構成されたＳＩＰＭでよい。しかし、光センサ３４は任意のタイプのソリ
ッドステート光センサ、例えば任意のタイプのフォトダイオードでよいことに留意された
い。
【００２０】
　動作中に、シンチレータ結晶３２は、ガンマ線がシンチレータ結晶３２に衝突すること
によって堆積されたエネルギーを可視（または近ＵＶ）光光子に変換する。次いで、光子
は、光センサ３４によって電気的アナログ信号に変換される。より具体的には、ガンマ線
が検出器ユニット２４内のシンチレータ３２のいずれか１つに衝突した場合、ガンマ線を
検出したシンチレータは、ガンマ線のエネルギーを、検出器ユニット２４内の光センサ３
４によって検出される可視光に変換する。したがって、例示的実施形態では、各検出器ユ
ニット２４は、「ｎ」個のアナログ信号４０を出力するように構成される。
【００２１】
　シンチレータ結晶３２は、結晶素子の矩形行列を形成することができる。各シンチレー
タ結晶３２の形は、コンパクトな配列が形成され得るように矩形または正方形でよい。い
くつかのガンマ線は、散乱することなくシンチレータ結晶３２に衝突する、すなわち、ガ
ンマ線はそのエネルギーをすべてシンチレータ結晶３２内に堆積する。他のガンマ線は、
シンチレータ結晶３２の中の電子に衝突し、そこにエネルギーの一部分を堆積し、次いで
、次に近いシンチレータ結晶３２に衝突する可能性がある。この現象は、コンプトン散乱
事象と呼ばれる。後者の場合は、ガンマ線エネルギーは、両方のシンチレータ結晶３２に
吸収される。
【００２２】
　したがって、図２の検出器ユニット２４内に堆積されたエネルギー（すなわち、シンチ
レーション結晶２６のＭｘＮ行列のいずれかに入射したエネルギー）は、光センサ３４に
よって判定され読み出される。光センサ３４内のエネルギーは、総入射エネルギーを判定
するために結合されてよい。例えば、入射ガンマ線によって衝突された特定のシンチレー
ション結晶２６を判定するためにアンガーロジックが使用されてよい。
【００２３】
　したがって、検出器のリング（１つまたは複数）、すなわちＰＥＴ検出器アセンブリ２
０（図１に示されている）による検出は、時間的にごく近接して（例えば、単一のリング
において向かい合って配置された２つの検出器ユニット２４によって、約７ナノ秒（ｎｓ
）以内に）検出された２つの光子は２つの検出器を接続する線に沿ったどこかで患者の体
内の単一消滅事象から生じた可能性があるという原理に基づく。イメージングセッション
中に検出された一致事象はすべて生データとしてＰＥＴスキャナによって記録される。そ
のような同時検出は、「一致」と呼ばれる。ＰＥＴイメージングにおける一致データは、
コントローラ／プロセッサ５０を使用してなど、軸面、矢状面、および／または冠状面に
おける横断面画像を作成するために、コンピュータによって再構成される。
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【００２４】
　電子－陽電子崩壊は、ほぼ１８０度離れて２つの５１１ｋｅＶガンマ光子の放出を引き
起こす。したがって、２つの検出されたガンマ光子を接続する一致の直線（応答線または
ＬＯＲとも呼ばれる）に沿ってソースを特定することが可能である。実際には、放出され
た光子は正確に１８０度離れているわけではないので、ＬＯＲは有限幅を有する。検出器
ユニット２４の解像時間（時間窓とも呼ばれる）が約１ｎｓより大きい場合は、ＬＯＲの
セグメントに対するガンマ線の発生源の位置を特定することは難しいことに留意されたい
。時間解像度が１ｎｓより良い場合は、ＬＯＲのセグメントに対する事象を特定すること
ができる。この位置特定プロセスは、飛行時間（ＴＯＦ）検出と呼ばれ、光子の検出間の
時間差を判定するためにＰＥＴシステムによって使用される。したがって、これらのシス
テムは、対象とするＬＯＲセグメントの長さを低減し、ガンマ線の発生源の位置をより正
確に判定する。時間解像度が向上すると、画像の信号対雑音比（ＳＮＲ）も向上し、同じ
画像品質を達成するために必要とする事象が少なくなる。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、ＰＥＴ検出器アセンブリ２０を使用してＰＥＴスキャナが収
集した生データは、向かい合って配置された１対の検出器による対消滅光子のほぼ同時の
検出を表す一致事象のリストを含む。一致事象から収集した統計値を使用して、多くのＬ
ＯＲに沿った組織の各部分のトータルアクティビティのための１組の連立方程式を解くこ
とができ、組織の部分の位置の関数として、放射能のマップが構成され表示される。結果
としてのマップは、分子プローブ、例えば放射性医薬品がその中で濃縮されるようになっ
た組織を示し、核医学医師または放射線科医によって読み取られることが可能である。
【００２６】
　次に、信号伝達方式および／またはアーキテクチャの様々な実施形態が説明される。特
定の信号トレース構成が説明されるが、修正が企図されていることに留意されたい。図３
は、一実施形態によるＳＩＰＭ６２のアレイ６０を例示し（２ｘ３アレイとして例示され
ている）、図４は、ＳＩＰＭ６２の１つだけを示す。ＳＩＰＭ６２のそれぞれは別個のア
ノードを含み、ＳＩＰＭ６２のそれぞれはバイアスをかけられる、すなわちバイアス電圧
を印加される。図４に見られるように、ＳＩＰＭ６２のそれぞれは（例示を簡単にするた
めに１つが示されている）、複数のマイクロセル６４を含む。様々な実施形態では、各マ
イクロセル６４の大きさは、約２５マイクロメートル（ｍｉｃｒｏｓ）ｘ２５ミクロンか
ら、約１００ミクロンｘ１００ミクロンまでである。しかし、より大きいまたはより小さ
いマイクロセル６４が提供されてよい。したがって、各ＳＩＰＭ６２は、それぞれが３５
ミクロンｘ３５ミクロンまたは５０ミクロンｘ５０ミクロンの大きさを有する４千個のマ
イクロセル６４など、数千個のマイクロセル６４を含んでよい。１万個またはそれ以上の
マイクロセル６４など、より多くのまたはより少ないマイクロセル６４が提供されてよい
ことを理解されたい。いくつかの実施形態では、マイクロセル６４は、ＰＮ接合（アバラ
ンシェ）構成で並列に接続されてよく、マイクロセル６４を取り囲むガードリング６６を
有する。
【００２７】
　様々な実施形態では、図５に示されているように、複数の信号トレース６８（第１のセ
ットの信号トレースなど）がマイクロセルへの接続を提供する。信号トレース６８は必ず
しもすべて示されているわけではないことに留意されたい。理解されるはずであるように
、ＳＩＰＭ６２のアノードによって定義される画素が長くなると、信号トレース６８が（
チャネルの数を低減するために）長くなるので、インダクタンスおよび抵抗は増大し、信
号の立ち上がり時間は増大する（その結果として、ガンマ線相互作用を測定した時間およ
びその測定した時間の相違も増大することになる）。
【００２８】
　信号トレース６８は任意の適切な材料から形成されてよいことに留意されたい。例えば
、一実施形態では、信号トレース６８は、アルミニウムから形成され、約２ミクロンの厚
さを有する。
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【００２９】
　さらに、図５の実施形態では、間隔を置いて離れて配置された複数の信号トレース７２
（第２のセットの信号トレースなど）は、信号トレース６８を横切って（例えば垂直に）
延在する。５つの信号トレースが例示されているが、より多くのまたはより少ない信号ト
レース７２が、所望に応じてまたは必要に応じて、例えばＳＩＰＭ６２のサイズに基づい
て、提供されてよいことに留意されたい。例えば、信号トレース７２は、いくつかのマイ
クロセル６４の間になど（Ｘ軸に沿って８個～１０個のマイクロセル６４ごとになど）周
期的に配置されてよい。本明細書で使用される場合は、「周期的に」は、それぞれの間に
均一な間隔または不均一な間隔を有することを意味してよい。様々な実施形態では、信号
トレース７２は、信号トレース６８より厚い。例えば、例示されている実施形態では、信
号トレースは、約８ミクロンの厚さを有する。しかし、信号トレース７２は、１０～２０
ミクロンまたは５０ミクロンなど、より厚くてもより薄くてもよい。本明細書に記載の信
号トレースは、任意のタイプの導電性トレースでよいことに留意されたい。
【００３０】
　動作中に、信号トレース６８内の信号は、信号トレース７２のそれぞれにおいてｘ方向
に結合される。したがって、例えば、信号トレース７２ａと７２ｂとの間のマイクロセル
６４からの信号は、信号トレース７２ａおよび７２ｂに進み（信号トレース７２ａおよび
７２ｂに進む信号の割合はマイクロセル６４の位置に依存する）、信号トレース７２ｂと
７２ｃとの間のマイクロセル６４からの信号は、信号トレース７２ｂおよび７２ｃに進み
、信号トレース７２ｃと７２ｄとの間のマイクロセル６４からの信号は、信号トレース７
２ｃおよび７２ｄに進み、信号トレース７２ｄと７２ｅとの間のマイクロセル６４からの
信号は、信号トレース７２ｄおよび７２ｅに進む。したがって、様々な実施形態では、信
号は、トレースからのマイクロセル６４の距離に応じて特定のトレースを通って進む（例
えば、信号はより近いトレースに進む）。しかし、信号トレース６８を通る信号の流れは
、信号が様々な信号トレース７２に分配され得るように、（ｘ方向など）様々でよいこと
を理解されたい。したがって、様々な実施形態では、信号トレース７２は、信号トレース
７２が信号をマイクロセル６４からＳＩＰＭ６２の端部または縁部に伝達する信号バスを
形成するように信号トレース６８に接続される。例えば、マイクロセル６４から受信した
信号は、（図５に見られるように）信号トレース６８に沿ってｘ方向に左または右に進み
、次いで、ｙ方向に下に進んでよい。
【００３１】
　したがって、信号経路は、マイクロセル６４からの信号が信号トレース６８に沿ってｘ
方向に進み、次いで信号トレース７２に沿ってｙ方向に進むように提供される。信号トレ
ース７２は、図５においてＳＩＰＭ６２の最下部に例示されている信号トレース７４（例
えば加算信号トレース）に接続される。したがって、信号がｘ方向に、すなわち信号トレ
ース６８のそれぞれから結合した後に、信号は、信号トレース７２（例えばアルミニウム
トレース）を通って信号トレース７４（例えばアルミニウムトレース）に伝達される。信
号トレース７４は、信号トレース７２によって前に結合された信号を結合する。例えば、
信号トレース７４は、信号トレース７２から受信した信号のための加算線として構成され
てよい。様々な実施形態では、信号トレース７４はまた、信号トレース６８より厚く、信
号トレース７２より厚くてよい。例えば、一実施形態では、信号トレース７４の厚さは、
１００ミクロンでよい。しかし、信号トレース７４は、より厚くてもより薄くてもよい。
様々な実施形態では、信号トレース７３は、図５に見られるように、ＳＩＰＭ６２の最上
部に沿って提供されてよく、やはり信号トレース７２より厚くてよいことにも留意された
い。したがって、図５の実施形態は、ＳＩＰＭ８２の最上部に近いマイクロセルからの流
れが信号トレース７３におけるアノードの最上部に沿っておよびそれを横切って他のトレ
ース７２に進み、次いで（図５に見られるように）下に信号トレース７４へ進むことがで
きるように、ＳＩＰＭ８２の最上部または最下部に沿って信号トレース７３および／また
は７４を含んでよい。
【００３２】
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　信号トレース６８、７２、７４は、任意のやり方で任意の適切な材料を使用して形成さ
れてよいことに留意されたい。例えば、いくつかの実施形態では、信号トレース６８、７
２、７４は、相補型金属酸化物半導体（ＣＭＯＳ）プロセスを使用してなど、シリコンデ
バイス（例えばシリコンウェハ）上に金属蒸着法によって形成されたアルミニウムトレー
スである。いくつかの他の実施形態では、トレースのインピーダンスおよびインダクタン
スを低減するために、金（またはより厚いトレース）など他の金属が使用されてよい。さ
らに、信号トレース６８、７２、７４は、任意の適切なプロセスを使用して相互接続され
てよい。
【００３３】
　したがって、信号トレース７２は、図５に見られるように、信号をｙ方向に結合するこ
とができる。信号トレース６８または７０からの信号の結合は、信号トレースの端部に沿
って信号ノードにおいてなど、任意の適切な信号結合技法を使用して提供されてよいこと
に留意されたい。
【００３４】
　信号トレース７２は、（図３および５に示されているように）ピンアウト７６に接続さ
れる。ピンアウト７６（例えば、信号収集パッド）は、図３に示されているように、ワイ
ヤボンドを含んでよい。図に見られるように、ＳＩＰＭ６２のピンアウト７６の、それぞ
れのワイヤボンドの長さは、より短く、同じまたは事実上同じ長さを有する。したがって
、各ワイヤボンドを通る信号のトランジットタイムは同じである。したがって、様々な実
施形態では、マイクロセル６４からの信号の進行時間を短くするために複数の加算点が提
供される。ピンアウト７６は、プリント回路基板（ＰＣＢ）にワイヤボンディングされて
よいことに留意されたい。
【００３５】
　様々な実施形態による他の構成が図６～９に示されている。様々な実施形態では、同様
の数字は同様の部分を表すことに留意されたい。この実施形態では、複数のＳＩＰＭ８２
は、図３～５に例示されているＳＩＰＭ６２の信号経路と同様の信号経路を形成する信号
トレース６８および７２を含む。しかし、図６～８の実施形態では、ＳＩＰＭ６２の最下
部において加算線を形成する信号トレース７４の代わりに、（図７に見られるように）Ｓ
ＩＰＭ８２の最上部と最下部との間にある信号トレース８４が提供され、（図７に見られ
るように）ＳＩＰＭ８２の最下部に信号トレース７２が提供される。信号トレース８４は
また、ピンアウト８６（例えば信号収集パッド）に接続された加算線でよい。しかし、ピ
ンアウト８６は、ＳＩＰＭ８２の最下部に配置される代わりに、ＳＩＰＭ８２の側面に沿
って配置される。さらに、信号トレース７２と同じ厚さでよいまたは信号トレース７２よ
り厚くてよい信号トレース７３が提供されてもよい。図６は、一般に、モノリシックデバ
イスを例示し、アノードはすべて１つのシリコンダイ上にある。モノリシックデバイスの
境界は図６には示されていないことに留意されたい。様々な実施形態では、ピンアウト８
６（ならびに図３および５に示されているピンアウト７６）を形成するワイヤボンドまた
はパッドは、アノードの中にあるか、アノードに隣接しているか、またはアノード領域の
わずかに外にあることにも留意されたい。
【００３６】
　信号トレース８４は、ＳＩＰＭ８２の（上から下への）ほぼ中間に例示されているが、
信号トレース８４は、中央に置かれていないＳＩＰＭ８２に沿った別の点に配置されても
よいことに留意されたい。例えば、信号トレース８４は、信号経路インピーダンス／イン
ダクタンスを最適化するように配置されてよい加算線を形成する。信号トレース８４は、
信号トレース６８より厚くてよく、信号トレース７２より厚くてよいことにも留意された
い。
【００３７】
　したがって、図６～９の実施形態では、ピンアウト８６のワイヤボンディングサイトは
、マイクロセル６４のそれぞれから最も短い信号経路を提供するために、縁部に沿って配
置されてもよく、またはＳＩＰＭ８２の中に配置されてもよい。図６および７の例示され
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ている実施形態では、ピンアウト８６は、矩形の形をしたＳＩＰＭ８２の長いほうの辺上
に配置される。
【００３８】
　ビアがＳＩＰＭ８２を貫通して提供されるように貫通ビア技術が使用された場合、すべ
てのマイクロセル６４からの信号の移動距離の差異を低減するために、図８に示されてい
るように、ピンアウト８６がＳＩＰＭ８２の真ん中に提供されてよいことに留意されたい
。例えば、ピンアウト８６は、ビアに接続されてよく、ビアはＰＣＢ板にバンプボンディ
ングされてよい。図に見られるように、アノードの真ん中の位置は、（例えば、ＳＩＰＭ
８２の真ん中への信号をより速く収集するために）ＳＩＰＭ８２の遠くの隅におけるマイ
クロセル６４に等しいまたは同じ移動距離を提供する。例えば、様々な実施形態では、信
号トレース８４は、真ん中のピンアウト８６に提供され接続されてよい。さらに、例えば
、Ａ２のＳＩＰＭ８２において破線で示されているように、追加の水平信号トレース８４
が適宜提供されてよいことに留意されたい。様々な実施形態では、これらの追加の信号ト
レース８４は、マイクロセル６４のすべてにおいて提供されてよく、例示するために単一
のマイクロセル６４で示されている。さらに、均一にまたは不均一に間隔を置いて離れて
配置されてよい追加のまたはより少ない信号トレース８４が、例示されている信号トレー
ス８４に対して平行などで、提供されてよい。いくつかの実施形態では、本明細書でさら
に詳細に説明されているように、信号トレース８４は信号トレース７２より厚いことに留
意されたい。
【００３９】
　図３～７に記載の実施形態はまた、ワイヤボンドの代わりに貫通ビアを有してよいこと
にも留意されたい。図８の実施形態では、ＳＩＰＭ８２の形は、一般に、正方形である。
しかし、他の形が提供されてもよい。図３～７に例示されている実施形態は、代替として
、ワイヤボンドの代わりに貫通ビアを含んでよいことに留意されたい。
【００４０】
　さらに、ビアがない場合は、図８に示されているように、信号加算は、それでもなおＳ
ＩＰＭ８２の真ん中で実行されてよい。しかし、この実施形態では、信号をアノードの縁
部に持って来るために、信号線９０は、図９に示されているように、ＳＩＰＭ８２の真ん
中からＳＩＰＭ８２の縁部に提供されてよい。
【００４１】
　ＳＩＰＭは、ＳＩＰＭの特定の構成または動作特性に基づいてよい、当技術分野で知ら
れている任意のＳＩＰＭ製造方法を使用して形成されてよいことに留意されたい。
【００４２】
　様々な実施形態は、様々なタイプのデバイスと共に使用されてよいことにも留意された
い。例えば、様々な実施形態は、単一のダイオードデバイス（または個別デバイス）と共
に実施されてよい。しかし、様々な実施形態はまた、同じダイ上に２つ以上のアノードを
有するモノリシックデバイスと共に実施されてもよい。
【００４３】
　したがって、様々な実施形態によれば、信号加算は、信号経路がインピーダンス／イン
ダクタンスに関して改善または最適化され得るように配置される。したがって、いくつか
の実施形態では、より均一なトランジットタイムおよび信号保全性が提供され得る。さら
に、様々な実施形態では、より厚い信号線を使用することにより、充填率を同じに保持し
ながらまたは増大させながら信号経路の不均一性が低減され得る。
【００４４】
　図１０は、本発明の様々な実施形態が実施され得るＰＥＴシステム１００の例示的実施
形態のブロック図である。ＰＥＴシステム１００は、画像再構成プロセスを制御するため
にＰＥＴスキャナ１０１およびコントローラ１０３を含む。コントローラ１０３は、オペ
レータワークステーション１０４およびプロセッサ１０５を含む。プロセッサ１０５は、
データ取得プロセッサ１０６および画像再構成プロセッサ１０８を含む。ＰＥＴスキャナ
１０１、オペレータワークステーション１０４、データ取得プロセッサ１０６、および画



(11) JP 2014-2145 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

像再構成プロセッサ１０８は、通信リンク１１０（例えば、シリアル通信または無線リン
ク）を介して相互接続される。通常ガントリ（図示せず）を含むＰＥＴスキャナ１０１は
、スキャンデータを取得し、そのデータをデータ取得プロセッサ１０６に送信する。ＰＥ
Ｔスキャナ１０１の動作は、オペレータワークステーション１０４から制御される。デー
タ取得プロセッサ１０６によって取得されたデータは、画像再構成プロセッサ１０８を使
用して再構成される。
【００４５】
　ＰＥＴスキャナ１０１は、例えば複数の検出器リングを使用して動作することができる
。１つのそのような検出器リング、様々な実施形態に従って形成されたＳＩＰＭを含む検
出器リングアセンブリ２０（図１に示されている）として実施されてよい検出器リング１
１２が、図１０に例示されている。検出器リング１１２は、例えば、リング１２の中心軸
に位置合わせされたモータ付きテーブルを使用して対象物１１４（例えば患者）を置くこ
とができる中央開口部を含む。モータ付きテーブルは、オペレータワークステーション１
０４から受信した１つまたは複数のコマンドに応答して対象物１１４をリング１１２の中
央開口部の中に移動する。ガントリコントローラとも呼ばれるＰＥＴスキャナコントロー
ラ１１６がＰＥＴスキャナ１０１に提供される（例えば、取り付けられる）。ＰＥＴスキ
ャナコントローラ１１６は、通信リンク１１０を通してオペレータワークステーション１
０４から受信したコマンドに応答する。したがって、ＰＥＴスキャナ１０１の動作は、Ｐ
ＥＴスキャナコントローラ１１６を介してオペレータワークステーション１０４から制御
される。
【００４６】
　検出器リング１１２は、対象物１１４のＰＥＴスキャンを実行するための複数の検出器
要素を含む。例えば、リングごとに４２０個の結晶があってよく、スキャナに２４個のリ
ングがあってよい。図１０に示されているように、検出器リング１１２は、第１の検出器
要素１１７、第２の検出器要素１１９、およびいくつかの他の検出器を含む。検出器要素
は、図１０における位置を区別するためだけに、第１の検出器要素および第２の検出器要
素と呼ばれることに留意されたい。第１の検出器要素１１７は、他の検出器と同様に、本
明細書でより詳細に説明されているように、複数のフォトセンサ（例えば光センサ３４）
の前に配置されている行列で構成されたシンチレータ結晶のセットを含む。光子が検出器
上で結晶に衝突した場合、光子は、結晶内にシンチレーションを生成する。各フォトセン
サは、シンチレーション事象が発生すると、通信線１１８上でアナログ信号を生成する。
これらのアナログ信号を受信するためにＰＥＴスキャナ２０１の中に取得回路１２０のセ
ットが提供される。取得回路１２０は、アナログ信号をデジタル化するためのアナログト
ゥデジタルコンバータ、事象信号を定量化するための処理電子機器、およびシステム内の
他の事象に関する事象の時間を判定するための時間測定ユニットを含む。例えば、この情
報は、事象が生じた時間、および事象を検出したシンチレーション結晶の識別を示す。取
得回路は、事象の位置、時間および総エネルギーを示すデジタルデータを生成する。この
事象データは、通信リンク、例えばケーブルを通して一致検出器またはプロセッサ１２６
に送信される。
【００４７】
　一致検出器１２６は、取得回路１２０から事象データパケットを受信し、検出された事
象のうちのいずれか２つが一致しているかどうかを判定する。この文脈では、一致は、い
くつかの要因によって判定される。第１に、各事象データパケット内の時間マーカは、相
互に予め定められた時間帯、例えば６ｎｓ以内になければならない。第２に、一致事象を
検出する２つの検出器を結合する直線によって形成されたＬＯＲは、ＰＥＴスキャナ１０
１内の視野を通過するべきである。対にすることができない事象は、廃棄される。一致事
象対は、通信リンクを通して画像再構成プロセッサ１０８内のソータ１３０に伝達される
一致データパケットとして記録される。
【００４８】
　画像再構成プロセッサ１０８は、ソータ１３０、メモリモジュール１３２、画像ＣＰＵ



(12) JP 2014-2145 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

１３４、アレイプロセッサ１３２、およびバックプレーンバス１３８を含む。ソータ１３
０は、各投射光線に沿って発生するすべての事象をカウントし、それらを一致データセッ
トに編成する。一実施形態では、このデータセットは、サイノグラムと呼ばれるデータア
レイ１４０として編成される。データアレイ１４０は、メモリモジュール１３２に記憶さ
れる。バックプレーンバス１３８は、バックプレーンバス１３８を通して通信を制御する
画像ＣＰＵ１３４を介して通信リンク１１０にリンクされる。アレイプロセッサ１３６も
バックプレーンバス１３８に接続され、データアレイ１４０を入力として受信し、画像を
画像アレイ１４２の形で再構成する。結果としての画像アレイ１４２は、メモリモジュー
ル１３２に記憶される。
【００４９】
　画像アレイ１４２に記憶されている画像は、画像ＣＰＵ１３４によってオペレータワー
クステーション１０４に伝達される。オペレータワークステーション１０４は、ＣＰＵ１
４４、表示装置１４６、および入力装置１４８を含む。ＣＰＵ１４４は、通信リンク１１
０に接続され、例えば、キーボード、マウス、またはタッチスクリーンパネルでよい入力
装置１４８から入力（例えばユーザコマンド）を受信する。オペレータは、入力装置１４
８および関連制御パネルスイッチによって、スキャンするために、ＰＥＴスキャナ１０１
の較正、ＰＥＴスキャナ２０１の構成、および対象物１１４の位置決めを制御することが
できる。同様に、オペレータはまた、ワークステーションＣＰＵ１４４によって実行され
るプログラムを使用して、結果としての画像の表示装置１４６上への表示を制御し、画像
強調機能を実行することができる。
【００５０】
　プロセッサ１０５は、検出器要素から受信したスキャンデータを処理するように構成さ
れる。スキャンデータは、例えば、イメージングスキャン中に検出器要素からプロセッサ
１０５によって受信したサイノグラムおよびタイミング情報を含む。一実施形態では、タ
イミング情報は、対消滅事象において放出された２つの光子が検出器要素によって検出さ
れる時間の差である。タイミング情報は、ＰＥＴシステム１００のための１対の検出器要
素、例えば第１の検出器要素１１７および第２の検出器要素１１９によって検出された測
定された光子事象に関するタイムスタンプ情報を含んでよい。様々な実施形態では、タイ
ムスタンプ情報は、各光子が検出器要素によって検出された時間である。
【００５１】
　タイミング情報は、例えば、フォトセンサのアレイに取り付けられた３６個のシンチレ
ータ結晶のブロックを含む検出器によって受信する。シンチレータ結晶は、患者からの入
射光子をフォトセンサによって検出される複数（数千）の（例えば、可視または近ＵＶ）
光光子に変換する。各フォトセンサチャネルによって検出された光光子の割合は、３６個
の結晶のうちのどの結晶が入射光子を受け取ったかを判定するために使用される。タイミ
ング信号は、光光子が、例えばＳＩＰＭの光センサ３４への到着を推定するために信号の
リーディングエッジを処理することにより判定される。次いで、このタイミング信号は、
デジタル化され、それに続いて処理される。
【００５２】
　エネルギーおよびタイミング情報は、ＰＥＴシステム１００によってスキャンされた対
象物１１４の画像を再構成するために使用される。再構成は、例えば、二次元または三次
元再構成を含んでよい。各検出器要素のタイミングデータは、ＰＥＴシステム１００の投
射光線のセットごとのタイミング回復値を有するタイミングバイアス行列として構成され
てよい。検出器要素対は、光子事象から投射光線を検出することに留意されたい。投射光
線に対応する各検出器要素対のタイミングバイアスデータは、ＰＥＴシステム１００のメ
モリモジュール１３２に記憶される。
【００５３】
　様々な実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せで実施されて
よいことに留意されたい。様々な実施形態および構成要素、例えば、モジュール、または
その中の構成要素およびコントローラはまた、１つまたは複数のコンピュータまたはプロ
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セッサの一部分として実装されてよい。コンピュータまたはプロセッサは、コンピューテ
ィングデバイス、入力装置、表示ユニット、および、例えば、インターネットにアクセス
するためのインターフェースを含んでよい。コンピュータまたはプロセッサは、マイクロ
プロセッサを含んでよい。マイクロプロセッサは、通信バスに接続されてよい。コンピュ
ータまたはプロセッサはまた、メモリを含んでよい。メモリは、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）および読出し専用メモリ（ＲＯＭ）を含んでよい。コンピュータまたはプロセ
ッサは、ハードディスクドライブ、またはソリッドステートドライブ、光ディスクドライ
ブ、および同種のものなどの取外し可能なストレージデバイスでよいストレージデバイス
をさらに含んでよい。ストレージデバイスはまた、コンピュータプログラムまたは他の命
令をコンピュータまたはプロセッサにロードするための他の同様の手段でよい。
【００５４】
　本明細書で使用される場合は、用語「コンピュータ」または「モジュール」は、マイク
ロコントローラ、縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）、ＡＳＩＣ、論理回路、およ
び本明細書に記載の機能を実行することができる任意の他の回路またはプロセッサを使用
するシステムを含む、任意のプロセッサベースまたはマイクロプロセッサベースのシステ
ムを含んでよい。上記の例は例示のみであり、したがって、用語「コンピュータ」の定義
および／または意味を決して限定することを意図するものではない。
【００５５】
　コンピュータまたはプロセッサは、入力データを処理するために、１つまたは複数のス
トレージ要素に記憶されている命令のセットを実行する。ストレージ要素はまた、所望ま
たは必要に応じてデータまたは他の情報を記憶することができる。ストレージ要素は、処
理機械の中の情報源または物理的メモリ要素の形態であってよい。
【００５６】
　命令のセットは、処理機械としてのコンピュータまたはプロセッサに本発明の様々な実
施形態の方法およびプロセスなど特定の動作を実行するように命令する様々なコマンドを
含んでよい。命令のセットは、ソフトウェアプログラムの形態であってよい。ソフトウェ
アは、システムソフトウェアまたはアプリケーションソフトウェアなど様々な形態であっ
てよく、有形および非一時的コンピュータ可読媒体として実施されてよい。さらに、ソフ
トウェアは、別々のプログラムまたはモジュールの集合体、より大きなプログラムの中の
プログラムモジュールまたはプログラムモジュールの一部分の形態であってよい。ソフト
ウェアはまた、オブジェクト指向プログラミングの形態のモジュラプログラミングを含ん
でよい。処理機械による入力データの処理は、オペレータコマンドに応答してであっても
、前の処理の結果に応答してであっても、または別の処理機械によって行われた要求に応
答してであってもよい。
【００５７】
　本明細書で使用される場合は、用語「ソフトウェア」および「ファームウェア」は、互
換可能であり、ＲＡＭメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、
および不揮発性ＲＡＭ（ＮＶＲＡＭ）メモリを含めて、コンピュータが実行するためにメ
モリに記憶されている任意のコンピュータプログラムを含む。上記のメモリタイプは、例
示のみであり、したがって、コンピュータプログラムを記憶するために使用可能なメモリ
のタイプに関して限定するものではない。
【００５８】
　上記説明は例示的であり制限的でないものとすることを理解されたい。例えば、上記の
実施形態（および／またはそれらの態様）は、相互に組み合わせて使用されてよい。さら
に、特定の状況または材料を様々な実施形態の教示に対してそれらの範囲から逸脱するこ
となく適合させるために、多くの変更が行われてよい。本明細書に記載の材料の寸法およ
びタイプは、様々な実施形態のパラメータを定義するものとするが、決して限定的ではな
く、単に例示である。多くの他の実施形態は、上記の説明を検討することによって当業者
には明らかになるであろう。したがって、様々な実施形態の範囲は、添付の特許請求の範
囲の請求項が権利を有する同等物の全範囲と共に、そのような請求項を参照することによ
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って判定されるべきである。添付の特許請求の範囲の請求項では、用語「含む（ｉｎｃｌ
ｕｄｉｎｇ）」および「そこで（ｉｎ　ｗｈｉｃｈ）」は、それぞれの用語「含む（ｃｏ
ｍｐｒｉｓｉｎｇ）」および「そこで（ｗｈｅｒｅｉｎ）」の平易な英語の同等物として
使用される。さらに、添付の特許請求の範囲の請求項では、用語「第１の」、「第２の」
、および「第３の」などは、単にラベルとして使用され、それらの対象物に数的要件を課
すことを意図するものではない。さらに、添付の特許請求の範囲の請求項の限定は、手段
プラス機能形式で書かれておらず、また、そのような請求項の限定が、語句「のための手
段（ｍｅａｎｓ　ｆｏｒ）」およびそれに続くさらに追加の構造のない機能の記述を明示
的に使用しない限り、米国特許法第１１２条第６段落（３５ Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１２，ｓ
ｉｘｔｈ　ｐａｒａｇｒａｐｈ）に基づいて解釈されることを意図するものではない。
【００５９】
　本明細書は、ベストモードを含めて、様々な実施形態を開示するために、さらに、当業
者なら誰でも任意のデバイスまたはシステムを作成し使用すること、および任意の組み込
まれた方法を実施することを含めて様々な実施形態を実施することができるようにするた
めに、実施例を使用する。本発明の特許可能な範囲は、請求項によって定義され、当業者
が思いつく他の実施例を含んでよい。そのような他の実施例は、請求項の文字言語と異な
らない構造要素を有する場合、または請求項の文字言語と事実上異ならない同等の構造要
素を含む場合は、請求項の範囲内にあるものとする。
【符号の説明】
【００６０】
　２０　ＰＥＴ検出器アセンブリ
　２２　検出モジュール
　２４　検出器ユニット
　２６　シンチレーション結晶
　３０　シンチレータブロック
　３２　シンチレータ結晶
　３４　光センサ
　３８　検出器表面
　４０　ｎ個のアナログ信号
　５０　コントローラ／プロセッサ
　６０　アレイ
　６２　ＳＩＰＭ
　６４　マイクロセル
　６６　ガードリング
　６８　信号トレース
　７０　信号トレース
　７２　信号トレース
　７４　信号トレース
　７６　ピンアウト
　８２　ＳＩＰＭ
　８４　信号トレース
　８６　ピンアウト
　９０　信号線
　１００　ＰＥＴシステム
　１０１　ＰＥＴスキャナ
　１０３　コントローラ
　１０４　オペレータワークステーション
　１０５　プロセッサ
　１０６　データ取得プロセッサ
　１０８　画像再構成プロセッサ
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　１１０　通信リンク
　１１２　検出器リング
　１１４　対象物
　１１６　ＰＥＴスキャナコントローラ
　１１８　通信線
　１１９　検出器要素
　１２０　取得回路
　１２６　一致検出器またはプロセッサ
　１３０　ソータ
　１３２　メモリモジュール
　１３４　画像ＣＰＵ
　１３６　アレイプロセッサ
　１３８　バックプレーンバス
　１４０　データアレイ
　１４２　画像アレイ
　１４４　ＣＰＵ
　１４６　表示装置
　１４８　入力装置
　２０１　ＰＥＴスキャナ
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